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図.1連結機構摩擦ダンパーの機構模式図    図.2 免震試験体全景 
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 表5.1 残留変形最小化設計法の定式化 
  加速度最適設計法 
       設計変数:ダンパー力Fd、ダンパー剛性Kd、設定クリアランスLs 
          目的関数:免震層残留変形D 残留max 
       制約条件:最大免震層応答変位Dmax≦制約変位D  
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図.5 残留変形を小さくする解         図.6 残留変形最小解の特性 
 
第６章 残留変形最小設計法の実建物への適用性 
 第６章では、第３章及び第４章で、連結機構摩擦ダンパー付き木造戸建免震住宅の解析モデル及び解析手法の
妥当性を検証した結果と、第５章で提案した残留変形最小設計法を、実際の３層木造戸建免震住宅を代表する解
析モデルに対して適用し、本論文において検証してきた内容や、新たに提案したことが実務レベルで妥当である
かどうかについて検討した。 
 その結果、免震層クリアランスを十分に確保できる場合は、従来の床応答加速度最小設計法が適用可能である
が、より設計条件が厳しくなって免震層クリアランスが十分に確保できないようなケースにおいては、本論文で
提案する残留変形最小設計法がより有効な設計手法となることを明らかにした。 
 
第７章 結論 
 本論文で得られた成果を纏めるに、下記の通りである。 
１． 免震層の減衰特性に変動が無い場合の実験結果を通して、連結機構摩擦ダンパーが免震構造物の応答に
レベル２ 
残留変形抑制 
与える影響を明らかにした。連結時の衝撃は上部構造最大床応答加速度に影響しない。 
２． 次に、本研究の主たる検討対象であるすべり支承木造戸建免震住宅を模擬した試験体による実験で、連
結機構摩擦ダンパーを用いた場合の地震時応答性状を明らかにし、提案解析モデル、解析手法の妥当性を確
認した。 
３． 免震層クリアランスが十分に確保できないような、厳しい設計条件下における設計法として残留変形を
目的関数とし、地震時応答変位と床応答加速度に関する制約条件を有する最適設計問題を定式化し、これに
より有効な設計解が得られることを明らかにした。 
